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明日似健康
さlさえて[る

国民健康保険(国保)制度は、病気にかかったり、

けがをしたときのために 保険税という形でお金を

出し合い、診療を受けるときの皆さんの負担を軽 く

する目的でつくられたもので、特別会計により運営

されています。現在では、医療費のほか出産費、葬

祭費、人間 ドック費用などにも使われています。

国保の事業を運営するのは、皆さんの住んでいる

上田市でこれを保険者といいます。保険者は、皆さ

んが納める保険税や国・県・上田市からの補助によ

って事業を運営しています。

国-県・上田市からの補助

わが国では、国民はすべて、いずれかの医療保険

| に加入しなければならない 「国民皆保険」 制度を実

施 しています。 このため、会社の健康保険や共済組

合などに加入している人 生活保護を受けている人

などを除いては、すべて国保の加入者(被保険者)

となり ます。

お知らせア ・弓・カ・ル・ト

• 
国保に加入している皆さんへ

この制度にご理解とご協力を/

• 

国保の大切なエネルギー源である保険税は、次の

ように決められます。

この 4項目の合計が

1年間に納めていた

だく保険税額です。

平成 2年度の国民健康保険税は、第 8期 (平成 3

年 2月28日納期)・第 9期 (同4月1日納期)分で終

了します。納め忘れの保険税はありませんか。お手

持ちの納税通知書、預金通帳などを確認し て、納期

内に納めましょう 。

会社 (事業所)なと守へ勤め、社会保険等へ加入さ

れた人は、本人か家族が国保から脱退する手続きを

しなければ¥両方の保険に加入していることになっ

てしまいます。

この手続きは、会社 (事業所)などではやって く

れませんので、必ず本人か家族が市民課で手続きを

してくださし E。
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